
    （様式 6） 

（海外特別研究員事業） 

平成  年  月  日 
 

海 外 特 別 研 究 員 中 間 報 告 書  
 
独立行政法人 日本学術振興会 理事長 殿 
 

採 用 年 度  

受 付 番 号  

氏       名   
（氏名は必ず自署すること） 

 

海外特別研究員としての１年間の派遣期間について下記のとおり報告いたします。 

なお，下記及び別紙記載の内容については相違ありません。 
 

記 
 

1. 用務地（派遣先国名）              （         国） 

 

2. 研究課題名(和文) 

                                             

                                             

(※研究課題名は申請時のものと違わないように記載すること。) 

 

3. 派遣期間（２年間） 

平成   年   月   日 ～ 平成   年   月   日（   日間） 

 

4. 受入機関及び受入研究者 

                                             

                                             

5. 所期の目的の遂行状況及び成果…書式任意（A4判相当 3ページ以上、英語で記入のものも可） 

（研究・調査実施状況及びその成果の発表・関係学会への参加状況等） 

6. 研究発表…様式 6－別紙 1 

（研究・調査実施による研究成果の論文発表，学会発表等） 

7．国際的なネットワーク形成及び国際シンポジウムの企画等…様式 6－別紙 2 

8. 受賞歴…様式 6－別紙 2 

9. アウトリーチ活動…様式 6－別紙 2 

10. 派遣期間 1 年間についての計画変更状況…様式 6－別紙 3 

海外特別研究員事業への意見・要望等…書式任意 

受入研究者による評価書…form6－4 

（注） 

① この様式を表紙にし，上記項目 5 以降は中間報告書の 2 ページ目以降に記入して提出してください。 

② 氏名欄には必ず自署し，押印してください。やむを得ず押印できない場合には押印の省略を認めますが，ワープ

ロ等による記入は認められません。なお，本書は必ず原本を提出してください。 

③ 派遣開始から１年の派遣期間について，一時帰国や採用中断等，派遣計画の変更が生じたものについ

て一覧表（様式 6－別紙 3）を作成の上，併せて提出してください。 

④ 派遣期間 1 年間についての受入研究者からの評価書（form6－4）を，必ず添付してください 



5. 所期の目的の遂行状況及び成果 書式任意（A4 判相当 3 ページ以上、英語で記入のものも可） 

（研究・調査実施状況及びその成果の発表・関係学会への参加状況等） 

 

 

 

 



採用年度     受付番号      氏名           

（様式 6－別紙 1） 
（海外特別研究員事業） 

6. 研 究 発 表（派遣開始後に発表したもの，又は受理されたもの） 

(1) 学会誌等への発表（著者，発表論文名，学会誌名，発表年月巻号等） 

 

 

(2) 学会発表（学会名，発表題目名，口頭・ポスター等の形式，発表年月日等） 

 

（注） ① 枠内に記載しきれない場合は，このページをコピーして添付してください。また，記載するものが無い（少ない）場合は，今後

投稿，発表予定のものを「予定」と明記して記載してください。 

 ② このページにある内容が記載されていれば，他の用紙を使用しても差し支えありません。 

 ③ 発行年，発表年は西暦で記入してください。



採用年度     受付番号      氏名           
（様式 6－別紙 2） 

（海外特別研究員事業） 

7.国際的な研究者ネットワーク形成及び国際シンポジウムの企画等 
（派遣開始後の国際的な研究者ネットワークの構築状況及び国内外における国際的なシンポジウム等の
企画や、中心メンバーとしての参画状況等） 

 

 

8. 受 賞 歴（受賞名，授賞機関，受賞テーマ，受賞年月日等） 

 

 

9. アウトリーチ活動 
アウトリーチ活動とは，単なる情報発信という考え方を超え，人々に対してわかりやすい言葉で研究内容や成果を伝え，科学技術
を振興する側と享受する側が親和的・双方向的に向き合い対話していく活動のこと。 

例：一般の人々や子ども，教員を対象とした公開シンポジウム，オープンキャンパス，研究室公開，出前講義，実験教室，研修，
サイエンスカフェ等 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

（注） ① 枠内に記載しきれない場合は，枠を拡大しても差し支えありません。それでも記載しきれない場合は，このページをコピーして

添付してください。また，記載するものが無い（少ない）場合は，今後の活動予定を「予定」と明記して記載しても構いません。 

 ② このページにある内容が記載されていれば，他の用紙を使用しても差し支えありません。 

 ③ 「8.受賞歴」の受賞年,「9.アウトリーチ活動」の実施年は西暦で記入してください。 

 



採用年度     受付番号      氏名           

（様式 6－別紙 3） 

（海外特別研究員事業） 

 

10. 派遣期間１年間についての計画変更状況 

派遣開始から１年の派遣期間における一時帰国や採用中断等，派遣計画の変更が生じたものに

ついて以下に記入してください。 

※ 本ページを「中間報告書」本紙に添付のうえ提出。 

 

・一時帰国 

一時帰国の開始日，終了日，各回の帰国日数及び通算の帰国日数を記入してください。 

１．平成   年   月   日 ～ 平成   年   月   日（   日間） 

２．平成   年   月   日 ～ 平成   年   月   日（   日間） 

３．平成   年   月   日 ～ 平成   年   月   日（   日間） 

４．平成   年   月   日 ～ 平成   年   月   日（   日間） 

５．平成   年   月   日 ～ 平成   年   月   日（   日間） 

 

通  算 ：     日間 

 

 

・出産・育児に係る採用の中断及び再開 

採用中断の開始日，終了日，各回の中断日数及び通算の中断日数を記入してください。 

１．平成   年   月   日 ～ 平成   年   月   日（   日間） 

２．平成   年   月   日 ～ 平成   年   月   日（   日間） 

 

通  算 ：     日間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注） 

 ① 当該ページ内に記入しきれない場合は，このページをコピーして添付してください。このページに

ある内容が記載されていれば，他の用紙を使用しても差し支えありません。 

 ② 一時帰国，及び採用中断について変更が生じた場合には，本会に承認された変更後の日程を記入し

てください。 



 

海外特別研究員事業への意見・要望等 書式任意 

 



(form6-4) 

(JSPS Postdoctoral Fellowships for Research Abroad) 
 
 

Evaluation by the Host Researcher for the First Year 
 
①Name of JSPS fellow:  

②Title of the Research Project:  

  

③Duration(for two years):         /        /       ～        /         /             
 (year) (month) (day) (year) (month) (day)   

 
   Please check the following box and comment about the implementation of the research 
plan and result conducted by JSPS fellow for the first year. 
  
 
□progress beyond expectation 
□as was expected 
□less expected, but certain degree progress 
□others(  ) 
 
 
<Comment> 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Name of Host:  

Position and Affiliation:  

Signature:  

（注）上記①～③は海外特別研究員が記入し，受入研究者の確認を得ること。 
 


